
１　安心して健やかに暮らせるまち［安心健康都市］　（４） 安心して子育てができる環境を整える（少子化対策）　
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1
子育てガイド
作成事業

健康福祉局
子育て支援

推進課

○事業開始年度　平成14年度

【概　 要】主に就学前児童のいる保護者が、安心して子どもを育て
られるように、福祉、保健、教育関係など本市の子育て支援に関
する施策を掲載した冊子「子育てガイド」を作成し、配布すること
で、広く市民に情報を提供する。
【対象者】就学前児童のいる保護者
【具体的な活動内容】
・形状：A４サイズ１１２頁・発行部数：30,000部　・配布先：就学前児
童のいる保護者（母子手帳の交付時等に配布）　・３年毎に作成

市
単

[概算コスト]

（内訳）
・決算額
　
・人件費
 
　（　人）

[概算コスト]

（内訳）
・決算額
　
・人件費
 
　（　人）

[概算コスト]
3,524

（内訳）
・決算額
2,675
・人件費
　849
　（0.20人）

[概算コスト]

（内訳）
・予算額
　
・人件費
　
　（　人）

作成部数

（単位：部）

[目標値]

[実績値]

<達成率>

[目標値]

[実績値]

<達成率>

[目標値]
30,000

[実績値]
30,000

<達成率>
　100％

[目標値] 子育て支援
情報の提供

[目標値]

[実績値]

<達成率>

[目標値]

[実績値]

<達成率>

[目標値]
　

[実績値]

<達成率>

[目標値]

○ ○ ◎ ○ ○ ◎ ○ ◎ ◎ ○ Ａ Ａ

現状のまま継続

（理由）
　安心して子どもを育てられるよう子
育て情報を提供するものであり、子
育て支援策の一つとして、継続すべ
き事業である。

2
児童健全育成
事業

健康福祉局
子育て支援

推進課

○事業開始年度　昭和52年度

【概　 要】近年の都市化・核家族化等の進行により児童を取り巻く
環境の変化をふまえ、子どもたちが健やかに育つ環境づくりを目
的として、地域ぐるみで児童の健全育成を推進する。
【対象者】①児童クラブ及び児童センター利用児童
　　　　　　②児童福祉活動に熱意を持っている市民
【具体的な活動内容】
①市立少年自然の家で研修会を実施する。
②地域で児童の健全育成にあたる民間指導者の養成を図るた
め、研修会を実施する。

市
単

[概算コスト]
764

（内訳）
・決算額
335
・人件費
429
　（0.10人）

[概算コスト]
799

（内訳）
・決算額
372
・人件費
427
　（0.10人）

[概算コスト]
808

（内訳）
・決算額
384
・人件費
424
　（0.10人）

[概算コスト]
874

（内訳）
・予算額
450
・人件費
424
　（0.10人）

遊びのﾘｰ
ﾀﾞｰ養成研
修会の実施

（単位：人）

[目標値]
1

[実績値]
1

<達成率>
100％

[目標値]
1

[実績値]
1

<達成率>
100％

[目標値]
1

[実績値]
1

<達成率>
100％

[目標値]
1

参加人数

（単位：人）

[目標値]
150

[実績値]
150

<達成率>
100％

[目標値]
150

[実績値]
150

<達成率>
100％

[目標値]
150

[実績値]
150

<達成率>
100％

[目標値]
150

○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ Ａ Ａ

現状のまま継続

（理由）
　地域において児童を健全育成する
人材や、子どものリーダーを養成す
るものであり、地域における子育て環
境づくりの向上のために、継続すべ
き事業である。

3
すこやか子育
て支援事業

健康福祉局
子育て支援

推進課

○事業開始年度　平成5年度

【概　 要】乳幼児の保護者の育児不安の解消と育児支援を図り、
乳幼児の健全育成に努めるため、市保育園協会に電話による育
児相談事業を委託する。
【対象者】鹿児島市保育園協会
【具体的な活動内容】
・子育て中の家庭からの育児に関する電話相談、適切な相談機関
等の紹介

市
単

[概算コスト]
2,071

（内訳）
・決算額
1,856
・人件費
　215
　（0.05人）

[概算コスト]
2,010

（内訳）
・決算額
1,797
・人件費
　213
　（0.05人）

[概算コスト]
2,003

（内訳）
・決算額
1,791
・人件費
　212
　（0.05人）

[概算コスト]
2,003

（内訳）
・予算額
1,791
・人件費
　212
　（0.05人）

相談員数

（単位：人）

[目標値]
1

[実績値]
1

<達成率>
100％

[目標値]
1

[実績値]
1

<達成率>
100％

[目標値]
1

[実績値]
1

<達成率>
100％

[目標値]
1

育児相談利
用件数

(単位：件)

[目標値]
492

[実績値]
254

<達成率>
51.6％

[目標値]
486

[実績値]
340

<達成率>
70.0％

[目標値]
488

[実績値]
343

<達成率>
70.3％

[目標値]
490

△ △ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ◎ Ａ Ｅ

廃止

（理由）
　地域子育て支援センターなど、育児
相談を実施する事業が充実してきた
ことから、廃止すべきである。

4
地域子育て支
援センター事
業

健康福祉局
子育て支援

推進課

○事業開始年度　平成6年度

【概　 要】地域に身近な保育所で育児についての相談や育児サー
クルの育成等を行っており、実施する保育所を増やすことにより、
保育所を中心とした地域全体における子育てを支援する。
【対象者】拠点保育所
【具体的な活動内容】
・育児不安等についての相談指導・子育てサークル等の育成及び
支援・地域の需要に応じた保育サービスの積極的実施及び普及
促進・地域の保育資源の情報提供

国
補
助

[概算コスト]
16,976

（内訳）
・決算額
15,689
・人件費
  1,287
　（0.30人）

[概算コスト]
32,618

（内訳）
・決算額
31,338
・人件費
  1,280
　（0.30人）

[概算コスト]
36,954

（内訳）
・決算額
35,681
・人件費
  1,273
　（0.30人）

[概算コスト]
57,172

（内訳）
・予算額
55,899
・人件費
  1,273
　（0.30人）

委託施設数

（単位：箇
所）

[目標値]
2

[実績値]
2

<達成率>
100％

[目標値]
6

[実績値]
6

<達成率>
100％

[目標値]
9

[実績値]
9

<達成率>
100％

[目標値]
11

育児講座,
子育て広場
の参加人数

（単位：人）

[目標値]
12,000

[実績値]
12,468

<達成率>
103.9％

[目標値]
30,000

[実績値]
30,316

<達成率>
101.1％

[目標値]
30,000

[実績値]
31,343

<達成率>
104.5％

[目標値]
39,000

◎ ○ ◎ ◎ ◎ － － ◎ ◎ － Ａ Ａ

現状のまま継続

（理由）
　育児不安等に対する相談、指導及
び地域の子育てサークル等の育成、
支援を実施することで、家庭内や地
域における育児機能等の向上に寄
与しており、子育てを支援する基盤
の形成を図るため必要である。

5
母親クラブ育
成・支援事業

健康福祉局
子育て支援

推進課

○事業開始年度　平成13年度

【概　 要】児童の健全育成に関心のある母親等で構成する母親ク
ラブの活動費の一部について補助金を交付することにより、子育
て等に関して、地域レベルでの交流の活性化を図る。
【対象者】児童の健全育成に寄与する自主的な母親クラブ
【具体的な活動内容】
・母親クラブの活動費の一部について、補助金を交付する。

国
補
助

[概算コスト]
1,374

（内訳）
・決算額
　945
・人件費
　429
　（0.10人）

[概算コスト]
1,183

（内訳）
・決算額
　756
・人件費
　427
　（0.10人）

[概算コスト]
1,180

（内訳）
・決算額
　756
・人件費
　424
　（0.10人）

[概算コスト]
1,936

（内訳）
・予算額
1,512
・人件費
　424
　（0.10人）

母親ｸﾗﾌﾞへ
の補助金交
付額

（単位：千
円）

[目標値]
1,512

[実績値]
　945

<達成率>
62.50％

[目標値]
1,512

[実績値]
　756

<達成率>
50.0％

[目標値]
1,512

[実績値]
　756

<達成率>
50.0％

[目標値]
1,512

クラブ数

（単位：クラ
ブ）

[目標値]
5

[実績値]
5

<達成率>
100％

[目標値]
5

[実績値]
4

<達成率>
80.0％

[目標値]
5

[実績値]
4

<達成率>
80.0％

[目標値]
5

○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ Ａ Ａ

現状のまま継続

（理由）
　児童の健全育成に積極的に取り組
んでいる母親クラブの活動を支援す
るものであり、地域における子育て環
境づくりの向上のため今後も必要な
事業である。

6
子育て短期支
援（ショートス
テイ）事業

健康福祉局
子育て支援

推進課

○事業開始年度　平成6年度

【概　 要】児童の保護者が疾病や育児疲れ等の理由により家庭で
の養育が一時的に困難となった児童及び夫の暴力により緊急一
時的に保護を必要とする母子を児童福祉施設において養育・保護
する。
【対象者】18歳未満の児童及び緊急一時保護の母子
【具体的な活動内容】
・利用期間　原則として７日以内

国
補
助

[概算コスト]
4,885

（内訳）
・決算額
4,027
・人件費
　858
　（0.20人）

[概算コスト]
5,875

（内訳）
・決算額
5,022
・人件費
　853
　（0.20人）

[概算コスト]
6,913

（内訳）
・決算額
5,555
・人件費
1,358
　（0.32人）

[概算コスト]
6,634

（内訳）
・予算額
5,276
・人件費
1,358
　（0.32人）

施設数

（単位：箇
所）

[目標値]
7

[実績値]
7

<達成率>
100％

[目標値]
10

[実績値]
10

<達成率>
100％

[目標値]
10

[実績値]
10

<達成率>
100％

[目標値]
10

延利用者数

（単位：人）

[目標値]
120

[実績値]
76

<達成率>
63.3％

[目標値]
120

[実績値]
100

<達成率>
83.3％

[目標値]
120

[実績値]
105

<達成率>
87.5％

[目標値]
120

○ ○ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ◎ Ａ Ａ

現状のまま継続

（理由）
　保護者による養育が緊急一時的に
困難となった児童に対する保護は、
児童福祉の面から必要である。

7
子育て短期支
援（トワイライト
ステイ）事業

健康福祉局
子育て支援

推進課

○事業開始年度　平成16年度

【概　 要】児童の保護者が仕事の都合等により平日の夜間又は休
日に不在となり、家庭での養育が困難となった場合に児童福祉施
設において保護し、生活指導、食事の提供などを行う。
【対象者】概ね小学校低学年までの児童
【具体的な活動内容】
(利用時間)
　・夜間養護事業…夕方（保育園等終了後）～午後10時まで
　・休日預かり事業…朝～夕方（概ね午後６時頃）

国
補
助

[概算コスト]

（内訳）
・決算額

・人件費
 
　（　人）

[概算コスト]
462

（内訳）
・決算額
 35
・人件費
427
　（0.10人）

[概算コスト]
741

（内訳）
・決算額
 19
・人件費
722
　（0.17人）

[概算コスト]
850

（内訳）
・予算額
128
・人件費
722
　（0.17人）

施設数

（単位：箇
所）

[目標値]

[実績値]

<達成率>

[目標値]
9

[実績値]
9

<達成率>
100％

[目標値]
9

[実績値]
9

<達成率>
100％

[目標値]
9

延利用者数

（単位：人）

[目標値]

[実績値]

<達成率>

[目標値]
10

[実績値]
 2

<達成率>
20.0％

[目標値]
10

[実績値]
7

<達成率>
70.0％

[目標値]
10

○ ○ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○ ○ ◎ Ａ Ａ

現状のまま継続

（理由）
　平日の夜間又は休日に児童の養
育が困難な家庭を支援するものであ
り、緊急時への備えとなるものでもあ
ることから、今後も継続すべき事業で
ある。

概算コスト（単位：千円）
一　　次　　評　　価 二　　次　　評　　価

評
価
結
果

評価理由

評
価
結
果

達成度 妥当性 効率性 有効性主な活動指標 主な成果指標

№ 事務事業名 事業実施課 事　　業　　概　　要
財
源
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概算コスト（単位：千円）
一　　次　　評　　価 二　　次　　評　　価

評
価
結
果

評価理由

評
価
結
果

達成度 妥当性 効率性 有効性主な活動指標 主な成果指標

№ 事務事業名 事業実施課 事　　業　　概　　要
財
源

8
錦江湾わくわく
親子クルージ
ング事業

健康福祉局
子育て支援

推進課

○事業開始年度　平成17年度

【概　 要】子育て家庭の親と子どもを対象に、桜島フェリーによるク
ルージングを実施し、親子でのレクリエーション、食事、子育て相談
などを行う。
【対象者】子育て家庭の親と子（小学生以下）
【具体的な活動内容】
・年２回開催（春・秋）　・場所：桜島フェリー船内　・費用負担：大人
３００円、子ども１５０円　・内容：親子でのゲームやダンス、子育て
相談、子育て情報コーナー等

市
単

[概算コスト]

（内訳）
・決算額

・人件費
 
　（　人）

[概算コスト]

（内訳）
・決算額

・人件費
 
　（　人）

[概算コスト]
3,879

（内訳）
・決算額
3,030
・人件費
　849
　（0.20人）

[概算コスト]
4,218

（内訳）
・予算額
3,369
・人件費
　849
　（0.20人）

実施回数

（単位：回）

[目標値]

[実績値]

<達成率>

[目標値]

[実績値]

<達成率>

[目標値]
2

[実績値]
2

<達成率>
100％

[目標値]
2

参加者数

（単位：人）

[目標値]

[実績値]

<達成率>

[目標値]

[実績値]

<達成率>

[目標値]
600

[実績値]
537

<達成率>
89.5％

[目標値]
800

○ ○ ◎ ○ ◎ ○ ○ ○ ◎ ◎ Ａ Ａ

現状のまま継続

（理由）
　親子のふれあいの場の創出や、相
談コーナー設置により、子育ての負
担感の軽減を図るとともに、悩みの
解消を図るものであり、実施すべき
事業である。

9
ちびっこ広場
整備事業

健康福祉局
子育て支援

推進課

○事業開始年度　昭和42年度

【概　 要】小学校低学年以下の子どもの身体面の発育及び精神面
の発達を助長するとともに、子どもたちの路上遊びの防止を目的と
し、地域の要望により設置する。
【対象者】小学校低学年以下の児童及びその保護者
【具体的な活動内容】
・清掃・除草については、地域で実施する。
・遊具等の修理や法面等の危険の伴う除草作業等については、市
が実施する。

市
単

[概算コスト]
4,752

（内訳）
・決算額
3,036
・人件費
1,716
　（0.40人）

[概算コスト]
6,194

（内訳）
・決算額
4,488
・人件費
1,706
　（0.40人）

[概算コスト]
6,932

（内訳）
・決算額
4,725
・人件費
2,207
　（0.52人）

[概算コスト]
2,207

（内訳）
・予算額
　
・人件費
2,207
　（0.52人）

設置箇所

（単位：箇
所）

[目標値]
3

[実績値]
3

<達成率>
100％

[目標値]
3

[実績値]
3

<達成率>
100％

[目標値]
2

[実績値]
2

<達成率>
100％

[目標値] 整備箇所
(累計)

（単位：箇
所）

[目標値]
88

[実績値]
88

<達成率>
100％

[目標値]
101

[実績値]
101

<達成率>
100％

[目標値]
101

[実績値]
101

<達成率>
100％

[目標値]
101

◎ ○ ◎ ○ ○ ○ ◎ ○ ◎ ○ Ａ Ａ

現状のまま継続

（理由）
　子どもの身体面の発育及び精神面
の発達を助長するとともに、子どもの
路上遊びの防止に役立っており、地
域における子育て環境づくりのため、
今後も継続すべき事業である。

10
乳幼児医療費
助成事業

健康福祉局
こども福祉課

○事業開始年度　昭和48年度

【概　 要】乳幼児の保健の向上とすこやかな育成に寄与し福祉の
増進を図るため、乳幼児の保護者に対し医療費の一部を助成す
る。
【対象者】６歳未満の市内に居住する乳幼児を監護している者
【具体的な活動内容】
・乳児（０歳）は保険診療による自己負担金全額を助成。幼児（１歳
～６歳未満）は保険診療による自己負担金全額から１ヶ月２千円を
控除した額（非課税世帯は全額）を助成。

県
補
助

[概算コスト]
533,240

（内訳）
・決算額
520,368
・人件費
 12,872
　（3.00人）

[概算コスト]
544,520

（内訳）
・決算額
531,723
・人件費
 12,797
　（3.00人）

[概算コスト]
592,124

（内訳）
・決算額
567,717
・人件費
 24,407
　（5.75人）

[概算コスト]
565,982

（内訳）
・予算額
541,575
・人件費
 24,407
　（5.75人）

対象乳幼児
数

（単位：人）

[目標値]
29,751

[実績値]
29,542

<達成率>
99.3％

[目標値]
31,911

[実績値]
31,225

<達成率>
97.9％

[目標値]
31,990

[実績値]
31,085

<達成率>
97.2％

[目標値]
31,225

助成件数

（単位：件）

[目標値]
135,206

[実績値]
127,648

<達成率>
94.4％

[目標値]
133,113

[実績値]
126,592

<達成率>
95.1％

[目標値]
139,259

[実績値]
137,142

<達成率>
98.5％

[目標値]
133,969

○ ○ ◎ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ Ａ Ａ

現状のまま継続

（理由）
　乳幼児のいる世帯の経済的負担の
軽減が図られるとともに，乳幼児の
健康と健やかな育成が図られてお
り、今後も継続すべき事業である。

11
子育て支援事
業

健康福祉局
保健予防課

○事業開始年度　平成10年度

【概　 要】育児相談や子育て講演会の実施、育児グループの育成
と活動支援等を実施し、母親の育児不安を軽減し、次世代を担う
子どもたちの子育てが安心して楽しくでき、子どもたちがのびのび
と健やかに育つための環境づくりを進める。
【対象者】育児に不安を抱える母親等
【具体的な活動内容】
・育児相談　　　　　　　：保健センター等で１８６回開催
・子育て講演会　　　　：保健センターで４回開催
・母子保健推進活動　：健康診査未受診者への受診勧奨
・栄養強化事業　　　　：多胎児等に対する粉ミルク支給

国
補
助

[概算コスト]
11,861

（内訳）
・決算額
  4,138
・人件費
  7,723
　（1.80人）

[概算コスト]
13,307

（内訳）
・決算額
  5,629
・人件費
  7,678
　（1.80人）

[概算コスト]
15,228

（内訳）
・決算額
  5,041
・人件費
10,187
　（2.40人）

[概算コスト]
15,295

（内訳）
・予算額
  5,447
・人件費
  9,848
　（2.32人）

育児相談の
実施回数

（単位：回）

[目標値]
128

[実績値]
128

<達成率>
100％

[目標値]
146

[実績値]
151

<達成率>
103.4％

[目標値]
189

[実績値]
184

<達成率>
97.4％

[目標値]
186

育児相談の
延べ人数

（単位：人）

[目標値]
5,500

[実績値]
5,891

<達成率>
107.1％

[目標値]
5,500

[実績値]
5,783

<達成率>
105.1％

[目標値]
7,000

[実績値]
7,334

<達成率>
104.8％

[目標値]
6,900

○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ － Ａ Ａ

現状のまま継続

（理由）
　母親の育児不安の軽減と、安心で
きる子育ての環境と、子どもたちが健
やかに育つ環境づくりを進めるため
に、育児相談や子育て講演会の実
施、育児グループの育成と活動支援
等の実施は必要である。

12
子どもすこや
か安心ねっと
事業

健康福祉局
保健予防課

○事業開始年度　平成13年度

【概　 要】乳幼児の保健福祉サービスのコーディネートを行う窓口
を一本化し、保健と福祉の連携の強化により、市民が安心して相
談できる体制を整備し、保護者の育児不安や負担感の軽減を図
る。
【対象者】障害の疑いのある子ども及びその保護者
【具体的な活動内容】
・すくすく親子教室　 ：保健センターで４８回開催
・総合発達相談会　 ：保健センターで１２回開催
・相談窓口　　　　　　：保健所保健予防課内に設置
・連絡調整会議　　　：関係各機関との事業連絡調整会議

国
補
助

[概算コスト]
10,378

（内訳）
・決算額
  6,474
・人件費
  3,904
　（0.91人）

[概算コスト]
10,956

（内訳）
・決算額
  7,074
・人件費
  3,882
　（0.91人）

[概算コスト]
11,195

（内訳）
・決算額
  6,823
・人件費
  4,372
　（1.03人）

[概算コスト]
12,719

（内訳）
・予算額
  8,007
・人件費
  4,712
　（1.11人）

乳幼児相談
窓口の開設
日数

（単位：日）

[目標値]
246

[実績値]
246

<達成率>
100％

[目標値]
243

[実績値]
243

<達成率>
100％

[目標値]
244

[実績値]
244

<達成率>
100％

[目標値]
245

乳幼児相談
窓口の相談
件数

（単位：件）

[目標値]
980

[実績値]
661

<達成率>
67.4％

[目標値]
  980

[実績値]
1,309

<達成率>
133.6％

[目標値]
980

[実績値]
970

<達成率>
99.0％

[目標値]
980

◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ － Ａ Ａ

現状のまま継続

（理由）
　乳幼児の保健福祉サービスのコー
ディネートを行う窓口の一本化や、保
健と福祉の連携の強化による相談体
制の整備は、保護者の育児不安や
負担感の軽減に寄与しており、必要
な事業である。

13 産後ケア事業
健康福祉局
保健予防課

○事業開始年度　平成８年度

【概　 要】産褥期の身体的機能回復についての不安や育児への不
安を抱えた母親に対する助産施設入所による保健指導を実施し、
子どもを産み育てやすい産後の環境整備を図る。
【対象者】産褥期の母親等
【具体的な活動内容】
・受託施設　：市内２助産院
・入所期間　：原則７日間(最長１４日間）
・経費負担　：委託料の半額利用者負担（低所得世帯等は減免）
・実施内容　：産後の母体管理、沐浴・授乳等育児指導

国
補
助

[概算コスト]
3,862

（内訳）
・決算額
3,433
・人件費
   429
　（0.10人）

[概算コスト]
2,809

（内訳）
・決算額
2,382
・人件費
   427
　（0.10人）

[概算コスト]
4,884

（内訳）
・決算額
4,332
・人件費
   552
　（0.13人）

[概算コスト]
3,889

（内訳）
・予算額
3,422
・人件費
   467
　（0.11人）

補助件数

（単位：件）

[目標値]
40

[実績値]
41

<達成率>
102.5％

[目標値]
28

[実績値]
37

<達成率>
132.１％

[目標値]
35

[実績値]
55

<達成率>
157.1％

[目標値]
52

利用日数

（単位：日）

[目標値]
340

[実績値]
381

<達成率>
112.1％

[目標値]
218

[実績値]
254

<達成率>
116.5％

[目標値]
283

[実績値]
424

<達成率>
149.8％

[目標値]
350

◎ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ Ａ Ａ

現状のまま継続

（理由）
　産褥期の身体的機能回復について
の不安や育児への不安を抱えた母
親に対する助産施設入所による保健
指導の実施は、子どもを産み育てや
すい産後の環境整備に寄与してお
り、必要な事業である。

14
母と子の健康
教室事業

健康福祉局
保健予防課

○事業開始年度　昭和48年度

【概　 要】育児や健康づくり等に関する教室等の開催により家族の
健康管理に重要な役割を果たす母親等を支援し、育児等に関する
正しい知識と技術の普及、乳幼児の健康の保持増進を図る。
【対象者】はじめて子を持った母親等
【具体的な活動内容】
・育児教室　　：各保健センター等で１０コース開催
・コース日程　：１月内に４日間開催
・教室内容　　：子どもの発育、しつけ、離乳食、子どもの病気等

市
単

[概算コスト]
3,818

（内訳）
・決算額
   858
・人件費
2,960
　（0.69人）

[概算コスト]
3,988

（内訳）
・決算額
1,045
・人件費
2,943
　（0.69人）

[概算コスト]
3,725

（内訳）
・決算額
   754
・人件費
2,971
　（0.70人）

[概算コスト]
6,237

（内訳）
・予算額
1,101
・人件費
5,136
　（1.21人）

育児教室の
開催回数

（単位：回）

[目標値]
10

[実績値]
10

<達成率>
100％

[目標値]
10

[実績値]
10

<達成率>
100％

[目標値]
10

[実績値]
10

<達成率>
100％

[目標値]
12

育児教室の
参加延べ人
数

（単位：人）

[目標値]
1,720

[実績値]
2,008

<達成率>
116.7％

[目標値]
1,720

[実績値]
2,093

<達成率>
121.7％

[目標値]
2,000

[実績値]
1,750

<達成率>
87.5％

[目標値]
2,080

○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － Ａ Ａ

現状のまま継続

（理由）
　育児や健康づくり等に関する教室
等の開催による母親等への支援は、
育児等に関する正しい知識と技術の
普及、乳幼児の健康の保持増進に
寄与しており、必要な事業である。
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15
母子保健推進
事業

健康福祉局
保健予防課

○事業開始年度　平成16年度

【概　 要】「かごしま市すこやか子ども元気プラン」推進にあたり、講
演会の開催等により、妊娠、出産、小児保健に関する正しい知識
の普及を図る。
【対象者】全市民
【具体的な活動内容】
・講演会　　　　　　　：かごしま市すこやか子ども元気プラン推進大
会
・広報活動　 　　　　：マタニティマークの普及
・思春期保健推進　：啓発のための講師派遣及び備品整備
・アンケート調査　　：元気プラン１８年度達成状況調査

市
単

[概算コスト]

（内訳）
・決算額
　
・人件費
　
　（.人）

[概算コスト]
3,755

（内訳）
・決算額
1,025
・人件費
2,730
　（0.64人）

[概算コスト]
3,520

（内訳）
・決算額
   718
・人件費
2,802
　（0.66人）

[概算コスト]
3,456

（内訳）
・予算額
   909
・人件費
2,547
　（0.60人）

講演会開催
回数

（単位：回）

[目標値]

[実績値]
　

<達成率>

[目標値]
1

[実績値]
1

<達成率>
100％

[目標値]
1

[実績値]
1

<達成率>
100％

[目標値]
1

講演会参加
者数

（単位：人）

[目標値]

[実績値]
　

<達成率>

[目標値]
400

[実績値]
477

<達成率>
119.3％

[目標値]
250

[実績値]
150

<達成率>
60.0％

[目標値]
250

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － Ａ Ｂａ

事業手段の見直し（手段の改善）

（理由）
　17年度の参加者数が少ないことか
ら、参加者数が増加するよう改善を
行うべきである。

16
特定不妊治療
費補助事業

健康福祉局
保健予防課

○事業開始年度　平成16年度

【概　 要】少子化対策の一環として、医療保険が適用されず高額
の医療費がかかる配偶者間の特定不妊治療への経済的支援を行
う。
【対象者】特定不妊治療以外では妊娠が見込めない夫婦
【具体的な活動内容】
・対象治療法：体外受精及び顕微授精
・対象者：上記治療法以外では妊娠の見込めない戸籍上の夫婦
・助成金額 ：１年度当たり上限１０万円（通算５年助成）
・所得制限 ：夫婦合算給与所得６５０万円以下
・医療機関 ：県内７指定医療機関

国
補
助

[概算コスト]

（内訳）
・決算額
　
・人件費
　
　（.人）

[概算コスト]
11,946

（内訳）
・決算額
10,666
・人件費
  1,280
　（0.30人）

[概算コスト]
16,763

（内訳）
・決算額
15,447
・人件費
  1,316
　（0.31人）

[概算コスト]
15,473

（内訳）
・予算額
14,200
・人件費
  1,273
　（0.30人）

補助件数

（単位：件）

[目標値]

[実績値]
　

<達成率>

[目標値]
183

[実績値]
108

<達成率>
59.0％

[目標値]
111

[実績値]
158

<達成率>
142.3％

[目標値]
142

特定不妊治
療の支援

[目標値]

[実績値]
　

<達成率>

[目標値]

[実績値]
　

<達成率>

[目標値]

[実績値]
　

<達成率>

[目標値]

○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ Ａ Ａ

現状のまま継続

（理由）
　配偶者間の特定不妊治療への経
済的支援は、少子化対策に寄与して
おり必要な事業である。

17
新子育て支援
計画推進事業

健康福祉局
子育て支援

推進課

○事業開始年度　平成16年度

【概　 要】次代の社会を担う子どもが健やかに生まれ、かつ、育成
される社会の形成に資するために、平成15年度に策定した行動計
画「かごしま市すこやか子ども元気プラン」（計画期間：平成16年度
から23年度）の推進及び進行管理を行う。
【対象者】全市民
【具体的な活動内容】
・すこやか子ども元気プラン地域協議会を年１回開催

市
単

[概算コスト]

（内訳）
・決算額

・人件費
 
　（　人）

[概算コスト]
1,547

（内訳）
・決算額
481
・人件費
1,066
　（0.25人）

[概算コスト]
1,344

（内訳）
・決算額
283
・人件費
1,061
　（0.25人）

[概算コスト]
1,461

（内訳）
・予算額
400
・人件費
1,061
　（0.25人）

会議の開催
回数

（単位：回）

[目標値]

[実績値]

<達成率>

[目標値]
2

[実績値]
2

<達成率>
100％

[目標値]
1

[実績値]
1

<達成率>
100％

[目標値]
1

かごしま市
すこやか子
ども元気プ
ランの円滑
な推進

[目標値]

[実績値]

<達成率>

[目標値]

[実績値]

<達成率>

[目標値]

[実績値]

<達成率>

[目標値]

○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ － Ａ Ａ

現状のまま継続

（理由）
　次世代育成支援対策推進法により
策定が義務付けられた行動計画（か
ごしま市すこやか子ども元気プラン）
の進行管理を行うものであり、必要
な事業である。

18
私立保育所補
助事業

健康福祉局
子育て支援

推進課

○事業開始年度　昭和41年度

【概　 要】保育園協会及び各私立保育所に運営費等を助成するこ
とにより、職員の資質向上と保育内容の充実を図って、児童福祉
の増進に努める。
【対象者】鹿児島市保育園協会・私立保育所等
【具体的な活動内容】
・保育園協会研修費補助金・保育園協会運営費補助金・保育材料
等補助金・冷房設備電力料金等補助金・子どもの心が育つ保育推
進事業補助金・非常勤保育士雇用等補助金・週休二日制実施補
助金・障害児保育補助金・軽度障害児保育補助金・幼児保育相談
補助金

市
単

[概算コスト]
218,087

（内訳）
・決算額
215,942
・人件費
　 2,145
　（0.50人）

[概算コスト]
250,092

（内訳）
・決算額
247,959
・人件費
　 2,133
　（0.50人）

[概算コスト]
269,122

（内訳）
・決算額
267,000
・人件費
　 2,122
　（0.50人）

[概算コスト]
307,663

（内訳）
・予算額
305,541
・人件費
　 2,122
　（0.50人）

保育材料等
補助事業の
実施施設数

（単位：箇
所）

[目標値]
60

[実績値]
60

<達成率>
100％

[目標値]
61

[実績値]
61

<達成率>
100％

[目標値]
72

[実績値]
72

<達成率>
100％

[目標値]
75

保育材料等
補助事業の
補助対象児
童数

（単位：人）

[目標値]
6,041

[実績値]
5,964

<達成率>
98.7％

[目標値]
6,226

[実績値]
6,153

<達成率>
98.8％

[目標値]
7,027

[実績値]
7,152

<達成率>
101.8％

[目標値]
7293

○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ◎ － Ａ Ａ

現状のまま継続

（理由）
　子育て家庭における仕事と子育て
の両立を図り、入所児童の保育環境
の充実を図るために実施すべきであ
る。

19

児童福祉施設
整備費等補助
事業（保育所
等）

健康福祉局
子育て支援

推進課

○事業開始年度　平成8年度

【概　 要】私立保育所等の施設・設備整備を促進することにより保
育環境の向上を図るため、児童福祉施設の施設整備を行う社会
福祉法人等に対し整備費の一部を補助する。
【対象者】私立保育所等
【具体的な活動内容】
・施設整備補助（補助率：国1/2　市1/4　法人1/4）

国
補
助

[概算コスト]
316,650

（内訳）
・決算額
314,891
・人件費
1,759
　（0.41人）

[概算コスト]
377,495

（内訳）
・決算額
375,746
・人件費
1,749
　（0.41人）

[概算コスト]
154,237

（内訳）
・決算額
149,992
・人件費
4,245
　（1.00人）

[概算コスト]
319,816

（内訳）
・予算額
313,449
・人件費
6,367
　（1.50人）

補助件数

（単位：件）

[目標値]
7

[実績値]
7

<達成率>
100％

[目標値]
5

[実績値]
5

<達成率>
100％

[目標値]
3

[実績値]
3

<達成率>
100％

[目標値]
9

保育計画に
おける拡大
定員数

（単位：人）

[目標値]

[実績値]

<達成率>

[目標値]

[実績値]

<達成率>

[目標値]
295

[実績値]
145

<達成率>
49.2％

[目標値]
230

△ ○ ◎ ◎ ◎ － ◎ ◎ ◎ － Ａ Ａ

現状のまま継続

（理由）
　保育環境を充実させるとともに、待
機児童の解消につながることから、
今後も継続して実施すべきである。

20 特別保育事業
健康福祉局
子育て支援

推進課

○事業開始年度　平成1年度

【概　 要】延長保育促進事業、一時・特定保育促進事業等を円滑
に実施するため、保育所に対し助成を行う。
【対象者】鹿児島市私立保育所
【具体的な活動内容】
・延長保育促進事業、保育所地域活動事業、一時保育促進事業、
特定保育事業、障害児保育円滑化事業、休日保育事業、分園推
進事業

国
補
助

[概算コスト]
489,293

（内訳）
・決算額
485,861
・人件費
　 3,432
　（0.80人）

[概算コスト]
524,979

（内訳）
・決算額
521,567
・人件費
　 3,412
　（0.80人）

[概算コスト]
528,823

（内訳）
・決算額
525,427
・人件費
　 3,396
　（0.80人）

[概算コスト]
605,821

（内訳）
・予算額
602,425
・人件費
　 3,396
　（0.80人）

延長保育促
進事業の実
施施設数

（単位：箇
所）

[目標値]
61

[実績値]
61

<達成率>
100％

[目標値]
71

[実績値]
70

<達成率>
98.6％

[目標値]
71

[実績値]
70

<達成率>
98.6％

[目標値]
75

延長保育利
用児童数

（単位：人）

[目標値]
1,184

[実績値]
1,347

<達成率>
113.8％

[目標値]
1,110

[実績値]
1,370

<達成率>
123.4％

[目標値]
1,464

[実績値]
1,413

<達成率>
96.5％

[目標値]
1,540

○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ － Ａ Ａ

現状のまま継続

（理由）
　子育て家庭における仕事と子育て
の両立を図り、入所児童の保育環境
の充実を図るために実施すべきであ
る。

21
認可外保育施
設助成事業

健康福祉局
子育て支援

推進課

○事業開始年度　昭和48年度

【概　 要】鹿児島市内の認可外保育施設に入所している児童福祉
の増進と健全な育成を図るため、認可外保育施設の設置者等に
対し補助金を交付する。
【対象者】認可外保育施設
【具体的な活動内容】
・運営費、管理費、障害児保育に係る経費に対し、市が定めた基
準で補助を行う。

市
単

[概算コスト]
31,766

（内訳）
・決算額
30,050
・人件費
　1,716
　（0.40人）

[概算コスト]
36,494

（内訳）
・決算額
34,788
・人件費
　1,706
　（0.40人）

[概算コスト]
38,897

（内訳）
・決算額
36,775
・人件費
　2,122
　（0.50人）

[概算コスト]
40,064

（内訳）
・予算額
37,942
・人件費
　2,122
　（0.50人）

補助対象施
設数

（単位：箇
所）

[目標値]
45

[実績値]
44

<達成率>
97.8％

[目標値]
45

[実績値]
45

<達成率>
100％

[目標値]
47

[実績値]
49

<達成率>
104.3％

[目標値]
48

補助対象児
童数

（単位：人）

[目標値]
1,216

[実績値]
1,221

<達成率>
100.4％

[目標値]
1,150

[実績値]
1,278

<達成率>
111.1％

[目標値]
1,270

[実績値]
1,358

<達成率>
106.9％

[目標値]
1,300

○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ － Ａ Ａ

現状のまま継続

（理由）
　認可外保育施設における保育の充
実を図ることから、入所児童の保育
環境の向上のため、今後も継続して
実施すべきである。
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22
放課後児童健
全育成（市単）
補助事業

健康福祉局
子育て支援

推進課

○事業開始年度　平成11年度

【概　 要】放課後児童健全育成事業を実施する社会福祉法人等に
運営費の助成を行い、事業の促進を図るとともに、保護者の負担
の軽減を図り、児童クラブ実施校区の児童の健全育成に資する。
【対象者】放課後児童健全育成事業を実施する法人
【具体的な活動内容】
・18年4月1日現在　　９か所設置
・費用負担有（保護者負担金は各法人等で設定）

市
単

[概算コスト]
9,829

（内訳）
・決算額
8,542
・人件費
1,287
　（0.30人）

[概算コスト]
11,317

（内訳）
・決算額
10,037
・人件費
 1,280
　（0.30人）

[概算コスト]
13,760

（内訳）
・決算額
12,487
・人件費
 1,273
　（0.30人）

[概算コスト]
19,550

（内訳）
・予算額
18,277
・人件費
 1,273
　（0.30人）

補助施設数

（単位：箇
所）

[目標値]
6

[実績値]
6

<達成率>
100％

[目標値]
7

[実績値]
7

<達成率>
100％

[目標値]
7

[実績値]
7

<達成率>
100％

[目標値]
9

利用児童数

（単位：人）

[目標値]
239

[実績値]
204

<達成率>
85.4％

[目標値]
243

[実績値]
258

<達成率>
106.2％

[目標値]
247

[実績値]
285

<達成率>
115.4％

[目標値]
313

○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ◎ ◎ Ａ Ａ

現状のまま継続

（理由）
　放課後における児童の健全育成に
寄与しており、地域における子育て
環境づくりのため、今後も継続して実
施すべきである。

23
ファミリー・サ
ポート・セン
ター事業

健康福祉局
子育て支援

推進課

○事業開始年度　平成12年度

【概　 要】育児の援助を依頼する依頼会員、育児の援助を行う提
供会員及びどちらも可能な両方会員で組織されるﾌｧﾐﾘｰ･ｻﾎﾟｰﾄ･ｾ
ﾝﾀｰを設置し、会員相互による育児の相互援助活動により、育児
に関する負担の軽減及び児童福祉の向上を図る。
【対象者】育児の援助を行いたい者又は育児の援助を受けたい者
【具体的な活動内容】
・保育施設等への送迎及び前後の預かり等　　・報酬：平日7～19
時の一般保育 １時間600円

国
補
助

[概算コスト]
4,772

（内訳）
・決算額
4,128
・人件費
　644
　（0.15人）

[概算コスト]
5,534

（内訳）
・決算額
4,894
・人件費
　640
　（0.15人）

[概算コスト]
5,818

（内訳）
・決算額
5,181
・人件費
　637
　（0.15人）

[概算コスト]
5,714

（内訳）
・予算額
5,077
・人件費
　637
　（0.15人）

設置箇所

（単位：箇
所）

[目標値]
1

[実績値]
1

<達成率>
100％

[目標値]
1

[実績値]
1

<達成率>
100％

[目標値]
1

[実績値]
1

<達成率>
100％

[目標値]
1

会員数

（単位：人）

[目標値]
798

[実績値]
989

<達成率>
123.9％

[目標値]
1,200

[実績値]
1,130

<達成率>
94.2％

[目標値]
1,300

[実績値]
1,294

<達成率>
99.5％

[目標値]
1,400

○ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ Ａ Ａ

現状のまま継続

（理由）
　会員による育児の相互援助活動を
実施することは、育児に関する負担
の軽減や児童福祉の向上に効果的
であり、子育て環境の充実のため今
後も実施すべきである。

24
乳幼児健康支
援一時預かり
事業

健康福祉局
子育て支援

推進課

○事業開始年度　平成14年度

【概　 要】保育所等に入所中の児童等で、病気の回復期にあるた
め、集団保育ができず、かつ、保護者がやむを得ない事由のため
家庭で育児ができない場合において、一時的に児童を施設で預か
る事業を市内の医療機関に委託して実施する。
【対象者】乳幼児健康支援一時預かり事業実施施設
【具体的な活動内容】
・利用時間（平日）午前8時30分から午後6時まで
　　　　　　　（土曜）午前8時30分から午後1時まで

国
補
助

[概算コスト]
8,052

（内訳）
・決算額
7,837
・人件費
　215
　（0.05人）

[概算コスト]
15,059

（内訳）
・決算額
14,846
・人件費
　　213
　（0.05人）

[概算コスト]
25,412

（内訳）
・決算額
24,945
・人件費
　　467
　（0.11人）

[概算コスト]
33,352

（内訳）
・予算額
32,885
・人件費
　　467
　（0.11人）

実施施設数

（単位：箇
所）

[目標値]
1

[実績値]
1

<達成率>
100％

[目標値]
2

[実績値]
2

<達成率>
100％

[目標値]
3

[実績値]
3

<達成率>
100％

[目標値]
5

延利用児童
数

（単位：人）

[目標値]
1,140

[実績値]
　957

<達成率>
84.0％

[目標値]
1,701

[実績値]
2,253

<達成率>
132.5％

[目標値]
3,270

[実績値]
3,639

<達成率>
111.3％

[目標値]
5,568

○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ Ａ Ａ

現状のまま継続

（理由）
　病気の回復期における子育て環境
づくりに貢献しており、今後も継続す
べきである。

25
放課後児童健
全育成事業

健康福祉局
子育て支援

推進課

○事業開始年度　昭和52年度

【概　 要】労働等により昼間保護者のいない小学校低学年児童に
対して、適切な遊びと生活の場として児童クラブを設置し、当該児
童の健全な育成を図る。
【対象者】労働等により昼間保護者のいない小学校低学年児童
【具体的な活動内容】
・平成18年4月1日現在：58か所設置
・開所時間（平日）14時～18時
　　　　　　　（土曜日・夏休みなど）9時～18時
・費用負担：3,500円

国
補
助

[概算コスト]
231,243

（内訳）
・決算額
222,662
・人件費
　 8,581
　（2.00人）

[概算コスト]
250,652

（内訳）
・決算額
242,121
・人件費
　 8,531
　（2.00人）

[概算コスト]
315,750

（内訳）
・決算額
300,257
・人件費
　15,493
　（3.65人）

[概算コスト]
325,332

（内訳）
・予算額
309,839
・人件費
　15,493
　（3.65人）

児童ｸﾗﾌﾞ設
置数(新設
等)

（単位：箇
所）

[目標値]
3

[実績値]
3

<達成率>
100％

[目標値]
4

[実績値]
4

<達成率>
100％

[目標値]
2

[実績値]
2

<達成率>
100％

[目標値]
6

利用児童数

（単位：人）

[目標値]
1,706

[実績値]
1,706

<達成率>
100％

[目標値]
1,862

[実績値]
1,862

<達成率>
100％

[目標値]
2,316

[実績値]
2,383

<達成率>
102.9％

[目標値]
2,508

○ ○ ◎ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ Ａ Ａ

現状のまま継続

（理由）
　放課後における児童の健全育成に
寄与しており、地域における子育て
環境づくりのため、今後も継続して実
施すべきである。

26
かごしま市保
育計画策定推
進事業

健康福祉局
子育て支援

推進課

○事業開始年度　平成16年度

【概　 要】かごしま市保育計画に盛り込んである施策の進行管理を
行い、待機児童対策等の推進を図る。
【具体的な活動内容】
・かごしま市保育計画の進行管理 市

単

[概算コスト]

（内訳）
・決算額

・人件費
 
　（　人）

[概算コスト]
2,001

（内訳）
・決算額
　679
・人件費
1,322
　（0.31人）

[概算コスト]
309

（内訳）
・決算額
 97
・人件費
212
　（0.05人）

[概算コスト]
480

（内訳）
・予算額
268
・人件費
212
　（0.05人）

委員会の開
催回数

（単位：回）

[目標値]

[実績値]

<達成率>

[目標値]
4

[実績値]
4

<達成率>
100％

[目標値]
2

[実績値]
1

<達成率>
50.0％

[目標値]
2

保育計画の
円滑な推進

[目標値]

[実績値]

<達成率>

[目標値]

[実績値]

<達成率>

[目標値]

[実績値]

<達成率>

[目標値]

○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ － Ａ Ａ

現状のまま継続

（理由）
　待機児童解消と保育サービスの充
実は市民福祉の向上につながるもの
であり、その推進を図る事業であるこ
とから、必要である。

27

待機児童解消
のための保育
所施設整備費
等補助事業

健康福祉局
子育て支援

推進課

○事業開始年度　平成17年度

【概　 要】保育所の待機児童の解消を図るため、定員増につなが
る新築または改築等を行う保育所に対し、その整備費の一部を補
助する。
【対象者】私立保育所
【具体的な活動内容】
・施設整備補助
（補助率）国補助対象施設：国補助金×1/4　限度額２千万円
　　　　　　国補助対象外施設：（補助対象経費-百万円）×1/3
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　限度額２０万円×増加定員

市
単

[概算コスト]

（内訳）
・決算額

・人件費
 
　（　人）

[概算コスト]

（内訳）
・決算額

・人件費
 
　（　人）

[概算コスト]
20,263

（内訳）
・決算額
18,990
・人件費
1,273
　（0.3人）

[概算コスト]
74,015

（内訳）
・予算額
71,893
・人件費
2,122
　（0.5人）

補助対象保
育所数

（単位：箇
所）

[目標値]

[実績値]

<達成率>

[目標値]

[実績値]

<達成率>

[目標値]
6

[実績値]
5

<達成率>
83.3％

[目標値]
11

保育計画に
おける拡大
定員数

（単位：人）

[目標値]

[実績値]

<達成率>

[目標値]

[実績値]

<達成率>

[目標値]
295

[実績値]
145

<達成率>
49.2％

[目標値]
230

△ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ Ａ Ａ

現状のまま継続

（理由）
　保育所の待機児童の解消を図るた
め、今後も継続して実施すべきであ
る。

28
児童福祉扶助
費（保育所）

健康福祉局
子育て支援

推進課

○事業開始年度　昭和23年度

【概　 要】児童福祉法の定めにより、要保育児童に係わる保育所
の児童福祉施設について、入所児の福祉を図るための運営費を
支給する。　各保育所の定員を入所児童数や入所希望児童数に
見合う人員に変更し、待機児童の解消に努める。
【対象者】保育に欠ける児童
【具体的な活動内容】
・私立保育所において保育に欠ける児童の保育の実施。それに要
する運営費の支給。

国
補
助

[概算コスト]
4,872,856

（内訳）
・決算額
4,855,694
・人件費
　　17,162
　（4.00人）

[概算コスト]
5,355,560

（内訳）
・決算額
5,338,498
・人件費
　　17,062
　（4.00人）

[概算コスト]
5,919,805

（内訳）
・決算額
5,884,361
・人件費
　　35,444
　（8.35人）

[概算コスト]
6,031,476

（内訳）
・予算額
5,996,032
・人件費
　　35,444
　（8.35人）

支給施設数
（単位：箇
所）

[目標値]
55

[実績値]
55

<達成率>
100％

[目標値]
66

[実績値]
66

<達成率>
100％

[目標値]
66

[実績値]
66

<達成率>
100％

[目標値]
69

入所児童数
(3月1日現
在)

（単位：人）

[目標値]
5,718

[実績値]
5,726

<達成率>
100.1％

[目標値]
6,654

[実績値]
6,649

<達成率>
99.9％

[目標値]
6,821

[実績値]
6,918

<達成率>
101.4％

[目標値]
6,960

○ ○ ◎ ◎ ◎ ○ － ○ ○ ◎ Ａ Ａ

現状のまま継続

（理由）
　子育て家庭における仕事と子育て
の両立を図るものであり、継続して実
施すべきである。
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29
市立保育所運
営事業

健康福祉局
子育て支援

推進課

○事業開始年度　昭和23年度

【概　 要】児童福祉の向上を図るため、市立保育園１１ヶ園の運営
及び施設の維持管理を行う。
【対象者】保育に欠ける児童
【具体的な活動内容】
・公立保育所において、保育に欠ける児童の保育実施、それに要
する施設の維持管理を含む運営経費。

市
単

[概算コスト]
202,930

（内訳）
・決算額
194,349
・人件費
　 8,581
　（2.00人）

[概算コスト]
231,605

（内訳）
・決算額
223,074
・人件費
　 8,531
　（2.00人）

[概算コスト]
269,160

（内訳）
・決算額
260,670
・人件費
　 8,490
　（2.00人）

[概算コスト]
280,636

（内訳）
・予算額
272,146
・人件費
　 8,490
　（2.00人）

運営施設数
（単位：箇
所）

[目標値]
7

[実績値]
7

<達成率>
100％

[目標値]
11

[実績値]
11

<達成率>
100％

[目標値]
11

[実績値]
11

<達成率>
100％

[目標値]
11

入所児童数
(3月1日現
在)

（単位：人）

[目標値]
887

[実績値]
784

<達成率>
88.4％

[目標値]
1,026

[実績値]
　908

<達成率>
88.5％

[目標値]
1,026

[実績値]
　926

<達成率>
90.3％

[目標値]
1,026

○ ○ ◎ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ － Ａ Ａ

現状のまま継続

（理由）
　子育て家庭における仕事と子育て
の両立を図るものであり、継続して実
施すべきである。


